
 

自
然
災
害
は
、
地
域
の

地
形
や
気
象
条
件
と
深
く

関
わ
っ
て
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
側

面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
え
に
、
各
学
校
で
作
成
さ
れ

る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
地
域
に
密

着
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

地
域
で
起
き
た
過
去
の
自
然
災

害
を
把
握
す
る
と
共
に
、
起
こ
り

う
る
災
害
を
想
定
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
、
学
校
の
避
難
所

と
し
て
の
役
割
、
子
ど
も
の
引
渡

し
方
法
、
災
害
時
に
お
け
る
家
庭
、

関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
な
ど
、

多
様
な
想
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
時
、
自
分
の
命
は
、

自
分
で
守
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

子
ど
も
達
が
自
ら
危
険
を
感
じ
、

状
況
を
適
切
に
判
断
し
、
素
早
く

質
問

行
動
で
き
る
能
力
を
育
成
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
日
々
の
教
育
活
動
の
中

で
地
震
・
災
害
の
起
こ
り
う
る
地

域
、
災
害
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
発

生
時
の
関
係
機
関
の
役
割
、
ケ
ガ

に
対
す
る
応
急
手
当
な
ど
基
礎
的

な
知
識
も
大
切
で
す
。

一
方
、
中
高
生
は
、
災
害
発
生

時
や
復
旧
、
復
興
に
あ
た
っ
て
、

被
災
地
で
は
支
援
者
と
し
て
行
動

す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

防
災
教
育
は
、
安
全
で
安
心
で

き
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ

と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
養

い
、
社
会
の
担
い
手
を
育
て
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

安
八
町
の
学
校
教
育
現
場
に
お

け
る
防
災
教
育
の
現
状
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

一
般
質
問

A N P A C H I

町 政 を  問 う

岩田 譲治
い わ た 　 じ ょ う じ

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

命
を
守
る
教
育

の
徹
底
を

安
全
文
化
の
構

築
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
［
教
育
長
］ 名森小学校で行われた防災避難訓練

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
こ
れ
が
基
本
で
す
。

そ
の
た
め
に
学
校
で
は
、
各
教

科
・
道
徳
・
特
別
活
動
な
ど
全
体

を
通
し
て
、
児
童
生
徒
自
身
に
身

を
守
る
能
力
を
付
け
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
行
う
避
難
訓

練
は
、
体
験
学
習
と
し
て
重
要
な

取
り
組
み
で
繰
り
返
し
行
っ
て
い

ま
す
。「
災
害
現
場
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
目
」
の
大
切
さ
は
、

幅
広
い
人
間
形
成
に
も
繋

つ
な
が
り
ま
す
。

「
安
八
町
地
域
防
災
計
画
」
の

見
直
し
に
合
わ
せ
て
「
学
校
の
危

機
管
理
の
手
引
き
」
を
見
直
し
、

よ
り
実
践
的
な
も
の
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
の
、
防
災
、
安
全
教
育
は

防
災
意
識
・
能
力
の
基
盤
を
培
う

も
の
で
す
。

関
係
機
関
と
常
に
連
携
、
協
力

を
図
り
、
次
代
の
安
全
文
化
を
構

築
し
ま
す
。

回
答
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